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専門高校生徒の進学機会の拡大等に関する要望

農業、工業、商業、水産、家庭、看護、情報、福祉の専門学科及び総合学科を設

置する高等学校(以下「専門高校J)では、職業に関する教育を行うことにより、

将来の専門的職業人(スペシャリスト)を育てるといった重要な役割を持っています。

今日、専門高校の生徒は、専門高校で身に付けた知識、技術・技能を更に高める

ため、また、より高度な資格の取得を目指すため、大学、短期大学等への進学を目

指す者が多くなっています。しかしながら、専門高校はその目的から、普通科の高

校とは教育課程も大きく異なるなど、普通科の生徒を念頭に置いた普通教科・科目

を中心とした入学者選抜試験においては、極めて不利な状況にあります。

一方、国において「実践的な職業教育を行う新たな高等教育機関j の制度化が進

められています。この「新しい高等教育機関Jの制度化は、これからの専門高校の

在り方に極めて大きな影響を及ぼすものであり、その制度化が、今後の専門高校の

活性化に繋がるものとなるよう審議の動向に注視をしているところです。

専門高校の生徒は、中学生の時点から、将来の自己の職業について確りとした自

的意識を持って専門高校に進学し、学んでいます。将来の我が国の産業経済や社会

の発展には欠かすことのできない重要な人材であります。

このため、より高い専門性や、より高度な資格取得を目指すために、高等教育機

関へ進学する専門高校の生徒の進学機会の確保・拡大等に係る以下の事項について、

特段のご理解とご高配をお願いいたします。

1 専門高校卒業生を対象とした入学者選抜方法等の実施

( 1 )専門高校からの進学希望者に対する専門分野関連の学部、学科においては、

専門高校卒業生を対象とした「入学者選抜枠Jの拡充、及び rAO入試」・「推

薦入試」など、多様な入学者選抜の実施・拡充

(2)各種国家資格・検定等の取得、インターンシップ等の体験、農業クラブや家

庭クラブなど生徒の発表大会での活動実績を尊重・重視した入学者選抜の実施

(3 )大学入試センター試験等での、専門高校での特性を踏まえた「専門教科・科

目j試験科目の導入・拡大

l 



2 専門高校の特性を踏まえた f高等学校基礎学力テスト(仮称)J及び「大学入

学希望者学力評価テスト(仮称)Jの制度設計

3 一定の基準を満たす高等学校専攻科からの、大学等への編入学の積極的な受入

4 専門高校での教育と連携・継続した「実践的な職業教育を行う新たな高等教育

機関j の制度化

( 1 )専門高校の特性を踏まえた活動等を重視した入学者選抜の実施

(2)専門高校での教育を踏まえた連携・継続した「カリキュラムj の編成等(普

通科からの入学者との相違を踏まえた「カリキュラムJの設定等)
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